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02　日田市成人式
06　平成30年度　税の申告
08　市政情報ピックアップ
11　くらしの情報／人権コラム
14　まちの話題
18　日田市の財政推計

20　咸宜園コラム
　　 ／食生活改善推進員さんのおすすめレシピ
21　図書館に行こう
22　２月の元気な日田っ子集まれ！
23　児童館・支援施設２月の主な催し
24　日田おおやま梅まつり
　　 ／市長コラム

　１月７日、パトリア日田
で、平成30年日田市成人式
が行われました。
　新成人の皆さん、おめでと
うございます！一人ひとりの
ご活躍を期待しています。
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「
お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
み
ず

か
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
は
げ
ま

す
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
）
」
こ
と
を

趣
旨
に
、
各
地
で
開
催
さ
れ
る
成
人
式
。

　
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
が
、
１
月
７

日
、
パ
ト
リ
ア
日
田
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
、
色
鮮
や
か
な
振
り
袖
や
真
新
し
い
ス

ー
ツ
な
ど
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
集
い
、
友

と
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
旧
交
を
温
め
て
い
ま

し
た
。

　
今
年
は
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
６
４
０
人
が
対
象
で
、
こ

の
う
ち
５
８
９
人
が
出
席
し
、
節
目
の
日
を
祝

福
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
、
原
田
啓
介
市
長
は
「
大
人
の
仲
間

入
り
を
さ
れ
、
法
律
的
に
も
権
利
と
義
務
を
与

え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
社
会
の
構
成
員
の
一
員

と
し
て
、
自
覚
と
責
任
あ
る
行
動
が
求
め
ら
れ

る
人
生
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
は
、
そ
の
若
い
力
と
柔
軟
な
発
想

力
、
活
動
の
輪
や
思
い
を
十
分
に
発
揮
し
、
こ

れ
か
ら
の
日
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
原
動
力

と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
日
田

市
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
が
未
来
に
〝
夢
と
希
望
〞
を
抱
き
、
そ
の
夢

に
向
か
っ
て
ま
い
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
地
区
の
代
表
者
に
成
人
証
書
が

授
与
さ
れ
、
二
十
歳
の
決
意
発
表
や
市
民
憲
章

朗
読
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
日
は
、
成
人
を
迎
え
た
私
た
ち
の

門
出
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式

典
を
催
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
温
か
い
お
祝
い
と
激
励
の
お

言
葉
を
い
た
だ
い
た
ご
来
賓
の
方
々
及

び
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、

新
成
人
を
代
表
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
は
現
在
、
大
分
大
山
町
農
業
協
同

組
合
の
新
開
工
場
で
弁
当
・
惣
菜
部
門

の
責
任
者
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
自
分
が
こ
れ
ま
で
多
く
の
人

に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
日
々
実
感

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
も
様
々

な
人
に
支
え
ら
れ
、
背
中
を
押
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
責
任
あ
る
仕
事
が
で

き
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
方
々

に
感
謝
し
、
ま
た
こ
れ
か
ら
支
え
て
く

だ
さ
る
方
々
の
た
め
に
も
、
力
強
く
一

歩
一
歩
確
実
に
自
分
の
歩
み
を
進
め
、

少
し
ず
つ
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
恩
返

し
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
さ
て
、
昨
年
７
月
の
未
曽
有
の
災
害
で

た
く
さ
ん
の
方
が
大
変
な
思
い
を
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
状
況
で
も
、

皆
で
助
け
合
っ
て
一
日
で
も
早
い
復
興
を

願
っ
て
い
る
方
々
を
見
て
い
る
と
自
分
も

何
か
一
つ
で
も
復
興
の
助
け
が
で
き
な
い

か
と
思
い
募
金
な
ど
小
さ
い
こ
と
で
す
が

行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
成
人
の
皆
様
も
何
か
一
つ
小
さ
な
こ

と
で
も
人
の
役
に
立
つ
よ
う
な
こ
と
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
た
ち
が
こ
こ
に
集
い
、
笑

顔
で
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
二
十
年
間
育
て
支
え
て
く
れ
た
両
親

の
お
か
げ
で
す
。
心
か
ら
「
感
謝
」
の
気

持
ち
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
」

　
こ
の
日
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
新
成

人
と
し
て
日
々
精
進
し
て
い
く
こ
と
を

誓
い
、
新
成
人
の
決
意
と
抱
負
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　　
本
日
、
私
達
は
成
人
式
と
い
う
人
生
の

大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
達
が
成
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏

み
出
す
に
あ
た
り
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
な

式
典
を
開
催
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と

は
、
私
達
に
と
っ
て
、
一
生
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
感
動
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
場
所
に
立

て
る
ま
で
育
て
て
く
れ
た
家
族
、
様
々

な
学
び
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
恩
師
や

地
域
の
方
々
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
は
、
テ
レ

ビ
で
目
に
す
る
故
郷
の
悲
惨
な
状
況
に

胸
が
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
帰

省
す
る
た
び
に
、
復
興
へ
の
前
向
き
な

気
持
ち
と
団
結
力
を
感
じ
、
改
め
て
故

郷
を
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
日
田
を
離
れ
、
現
在
私
は
幼

少
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
小
学
校
教
諭
に

な
る
た
め
に
長
崎
大
学
で
勉
学
に
励
ん

で
い
ま
す
。
大
学
で
は
、
国
際
理
解
教

育
や
平
和
に
つ
い
て
、
ま
た
海
外
の
教

育
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
の
教
育
に
生
か
す
た
め
の
勉
強
を

し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
よ
り
興
味
を

持
っ
て
勉
強
し
て
い
る
こ
と
と
し
て
平

和
教
育
が
あ
り
ま
す
。
私
が
中
学
生
ま

で
何
気
な
く
受
け
て
い
た
平
和
教
育

が
、
他
県
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
事
実

を
知
り
驚
い
た
か
ら
で
す
。
現
在
、
私

が
暮
ら
し
て
い
る
長
崎
県
は
被
爆
地
の

た
め
、
平
和
に
つ
い
て
の
意
識
が
と
て

も
高
い
様
に
感
じ
ま
す
。
身
近
に
平
和

に
つ
い
て
触
れ
る
機
会
が
多
い
環
境
に

あ
る
私
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
時
、
各
国

の
平
和
に
対
す
る
考
え
方
を
知
り
、
長

崎
で
得
た
学
び
を
子
ど
も
達
に
伝
え
る

こ
と
で
、
平
和
に
対
す
る
自
分
の
意
見

を
持
て
る
子
ど
も
を
育
て
た
い
と
考
え

ま
し
た
。

　
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
問
題
、
他
国
の

テ
ロ
事
件
、
そ
の
よ
う
な
出
来
事
が
、

今
も
世
界
中
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
戦

争
を
知
ら
な
い
世
代
が
増
え
、
平
和
教

育
が
薄
れ
て
い
く
中
で
、
今
私
達
に
で

き
る
こ
と
は
周
り
の
人
を
大
切
に
し
、

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
平

和
へ
の
一
歩
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
日
ま
で
多
く
の
人
に
出
会

い
、
様
々
な
経
験
を
し
て
き
た
こ
と
が
生

き
る
力
と
な
り
、
今
の
自
分
が
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
両
親
を
は
じ

め
、
た
く
さ
ん
の
方
に
お
世
話
に
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
感
謝
の
気
持
ち
を
う
ま
く

表
現
で
き
ず
に
過
ご
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
大
人
に
な
る
に
つ
れ
自
分
が
発
言

し
た
言
葉
の
意
味
も
重
く
な
っ
て
き
ま

す
。
「
あ
り
が
と
う
」
と
思
う
だ
け
で

は
な
く
、
言
葉
や
態
度
で
感
謝
の
気
持

ち
を
表
現
し
、
自
分
の
心
を
素
直
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
忘

れ
ず
、
責
任
あ
る
行
動
と
優
し
い
心
を

持
っ
て
、
名
実
と
も
に
大
人
と
認
め
ら

れ
る
よ
う
自
分
を
磨
き
、
精
進
し
続
け

る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。

日田市成人式

中島舜介さん
（田島一丁目）

宿利ありすさん
（丸山二丁目）

しゅんすけ

　―

夢
と
希
望
を
抱
き
、
６
４
０
人
が
大
人
の
仲
間
入
り―

2018. ２. 1　広報ひた広報ひた　2018. ２. 1 23



日田市成人式 日田市成人式

祝

ピアノ伴奏　宮永彩香さん

司会
梅山竜太さん、金崎知華さん

ちはる

祝

市民憲章朗読
川津慧士さん、木薮愛理さん

祝

祝

ピアノ演奏　穴井 萌さん

けいし
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13:30～16:00午後１時30分～４時

天瀬公民館五馬分館（大会議室）
天瀬公民館東渓分館（大会議室）
天瀬振興局（本庁舎１階会議室）
上津江振興局（２階会議室）
前津江振興局（１階会議室）
大山振興局（中会議室）
東有田公民館（２階洋室）
中津江振興局（１階会議室）
西有田公民館（多目的ホール）
高瀬公民館（図書室）
三芳公民館（学習室）
日隈公民館（和室）
若宮公民館（研修室（和室））
大鶴公民館（会議室）
朝日公民館（多目的ホール）
夜明公民館（１階会議室）
光岡公民館（学習室）
小野公民館（研修室）
五和公民館（学習室）
三花公民館（和室）

午前９時30分～正午
午前10時～午後３時
午後１時30分～４時

開催日 時　間 場　所

２月６日㈫

２月７日㈬

２月８日㈭

２月９日㈮

２月13日㈫

２月14日㈬

２月15日㈭

午前10時～午後３時

午前10時～午後３時

午前９時30分～正午

午前９時30分～正午

午前９時30分～正午

午後１時30分～４時

午後１時30分～４時

ふるさと納税（寄附）

■提出場所
　市役所１階　税務課市民税係
■窓口受付時間
　平日　午前８時30分～午後５時

※咸宜、桂林、田島地区の人は、随時、市役所１階税務課市民税係にお越しください。
※所得税の「確定申告書」（税務署提出用）で記入要領等が分からない場合は、下記日田税務署にお尋ねください。

税の申告 ２月28日㈬まで申告受付期限
　市では所得や控除の申告が必要と思われる人に、市県民税申告書
（兼国民健康保険税・介護保険料申告書）を送付しています。
　申告書が届いた人は、必ず提出してください。

問税務課市民税係☎㉒８３９６（市役所１階）

平成30年度

※農業所得があり、農業所得用の収支内訳書が送付された人は、申告書と一緒
に提出してください。
※申告書は郵送でも受け付けます。申告書に同封している返信用封筒で提出し
てください。

　　市県民税申告が必要な人
　平成30年１月１日現在、市内に住所（居住）がある人で次に該当する人は、申
告が必要です。
①事業所得（営業、農業）がある人又は、不動産所得がある人で、所得税の確定
申告をする必要がない人

②給与所得者で次に該当する人
・勤務先から市に給与支払報告書が提出されていない人
・平成29年中に退職した人で、年末調整が済んでいない人、所得税の確定申告を
しない人

・給与所得以外に他の所得がある人（給与以外の所得が20万円以下で所得税の確
定申告をする必要がない人でも市県民税の申告が必要です）

③給与所得者や年金受給者で、各種所得控除を市県民税の申告書で申告する人
※詳細は、市ホームページをご覧になるか、税務課市民税係又は申告相談会場でお問い合
わせください。

所得がなくても国民健康保
険や後期高齢者医療保険に
加入している場合、所得に
関する証明書が必要な場合
（年金、児童手当、公営住
宅、奨学金などの手続）
は、申告が必要です。

　　申告に必要なもの
□印鑑
□個人番号（マイナンバー）が確認できる書類　マイナンバーカード等
□本人確認書類　運転免許証、旅券（パスポート）等
※代理人が提出する場合は、代理人本人を確認する書類が必要です。
□平成29年中の所得が分かるもの　
　給与又は年金の源泉徴収票、給与明細書、事業主の支払証明書、収支内訳書など
□各種所得控除を申告する場合
・社会保険料（国民健康保険、後期高齢者医療保険、介護保険、国民年金など）
や生命保険料、地震保険料などの領収書、支払証明書（原本）
・障害者手帳、療育手帳、市長寿福祉課が発行する障害者控除対象者認定証など
の証明書
・医療費、医薬品購入費等を集計した明細書（医療費通知書でも可）又は領収
書。補てんされた金額が分かるもの。

※明細書は、市ホームページからダウンロ－ドできます。
※医療費通知書は、一部利用できないものもあります。
●セルフメディケーション税制で申告をする場合は、予防接種や健康診断などの
領収書、証明書など一定の取組を行ったことが分かるもの

※「セルフメディケーション税制」とは、健康増進や疾病予防として一定の取組を行う人
が、自身や生計を一にする親族が服用する特定一般用医薬品等（スイッチＯＴＣ薬）を
購入した場合に一定の金額を所得から控除するものです。従来の医療費控除との併用は
できません。

▼市県民税の申告書は１月30
日付けで送付しています。

▼例年、所得税の確定申告
をする人や勤務先から市
に給与支払報告書が提出
された人には送付しませ
ん。

▼申告が必要な人で申告書
が届かない場合は、税務
課の窓口又は申告相談会
にお越しください。
　（申告書は、市ホームペ
ージからもダウンロード
できます）

　　申告相談会の日程・会場
　市県民税の申告のために、各振興局、地区公民館で申告相談会を開催します。
　市県民税の申告書を提出する人や申告書は送られてきていないが申告する必要がある人、
その他申告に関する相談のある人は、必要な書類等を持参の上、お越しください。
※時間帯にご注意ください。

ワンストップ特例制度を申請した人へ
　ふるさと納税（寄附）ワンストップ特例制度の申請をした人が、確定申告書や市県民税申告書の提出
をする場合は、特例制度は適用されず、改めて寄附金控除を受けるための申告をする必要がありますの
で、ご注意ください。（申告には、寄附金の受領書等が必要になります）

※土・日曜日、祝日を除く。

ー市県民税ー

　　所得税の確定申告はお早めに

■受付期間
　２月16日㈮～３月15日㈭（土・日曜日を除く）
　午前９時～午後４時
■受付場所
　日田税務署（市役所横）
※税務署の申告会場では、健康保険料等の支払い金額の確認はできません。事前に証明書や領収書を準備してください。
※確定申告書等には個人番号の記載が必要です。番号が確認できる書類と本人確認書類を持参してください。
※申告書は国税庁ホームページで作成し、印刷して郵便又はｅ‐Ｔａｘによる提出もできます。

問日田税務署☎㉓２１３６

確定申告会場は
日田税務署です！
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　天領日田に春の訪れを告げるおひなまつりの季節が到来しました。
　今年も豆田地区や隈地区、天瀬町古園地域などを中心に、旧家や資料館で
絢爛豪華なひな人形やひな道具が一斉に展示公開されます。

▼開催期間 ２月15日㈭～３月31日㈯
[豆田地区の交通規制]
　下記の時間は豆田地区の上町通りと御幸通りが一方通行になります。

▼交通規制期間
　２月17日㈯・18日㈰・24日㈯・25日㈰
　３月 ３日㈯・ ４日㈰・10日㈯・11日㈰・
　　　17日㈯・18日㈰・21日㈷

▼時間　午前10時～午後５時
▼交通規制図

上町通り

花月川花月川

天領日田
資料館

御
幸
橋

一
新
橋

豆田
郵便局

大分
銀行

港町
市営駐車場

港町
市営駐車場

城内川城内川

御幸通り

●豆田地区の交通規制
天領日田おひなまつり

【同時期に開催されるイベント】※変更の場合有り。

■青い目の人形パレード
　２月17日㈯　午前10時30分～　ＪＲ日田駅～パトリア日田
■豆田流しびな
　３月 ４日㈰　午前10時～午後２時　桂林荘公園
■日田おおやま梅まつり
　２月18日㈰～３月18日㈰　おおくぼ台梅園・ふるや台梅園
■懐かしのきもの展
　３月３日㈯～３月24日㈯　豆田まちづくり歴史交流館（旧船津歯科）

問日田市観光協会　☎㉒２０３６
　観光課観光振興係☎㉒８２１０（市役所３階）

問健康保険課保健医療係☎㉔３０００（ウェルピア内）

●高齢者肺炎球菌ワクチンを受けましょう

▼対象（市内に住民登録をしている人）
①次の生年月日の人
・昭和27年４月２日生～昭和28年４月１日生まれの人（65歳）
・昭和22年４月２日生～昭和23年４月１日生まれの人（70歳）
・昭和17年４月２日生～昭和18年４月１日生まれの人（75歳）
・昭和12年４月２日生～昭和13年４月１日生まれの人（80歳）
・昭和 ７年４月２日生～昭和 ８年４月１日生まれの人（85歳）
・昭和 ２年４月２日生～昭和 ３年４月１日生まれの人（90歳）
・大正11年４月２日生～大正12年４月１日生まれの人（95歳）
・大正６年４月２日生～大正７年４月１日生まれの人（100歳）
②60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能又はヒト免
疫不全ウイルスによる免疫の機能障害がある人（身体障害者障
害程度等級表１級相当）

※今までに肺炎球菌予防ワクチンを接種した人は助成の対象外です。

▼接種期間　
　平成29年４月１日～平成30年３月31日まで

▼自己負担額　2,340円（予防接種を安全に接種
できるかを判定する診察のみの場合は910円）

※対象者で生活保護を受けている人又は直近の住民税
が非課税世帯の人は無料です。その場合、証明書が
必要ですので、生活保護を受けている人は社会福祉
課、市民税非課税世帯の人は税務課で証明書を取得
し、予防接種を受ける際に医療機関に提出してくだ
さい。（非課税証明書は、各振興局等でも取得でき
ます）

▼持参するもの　
①個別通知に同封した予診票
②住所・氏名・生年月日などを確認できるもの
（健康保険証など）

③身体障害者手帳など（必要な人のみ）
※県外の医療機関で受ける場合は、個別の手続きが必
要ですので、事前にお問い合わせください。

平成29年度の対象となる人は３月31日が期限

　高齢者肺炎球菌ワクチンが予防接種の助成対象になるのは生涯で１回だけです。実施医療機関は、健康
保険課又は各医療機関にお問い合わせください。なお、予防接種を受けることについては、それぞれ個人
で判断してください。受診する場合は、かかりつけ医と相談し、事前予約を行ってください。

●コンビニで住民票などをとることができます！

▼利用できる時間帯
　午前６時30分～午後11時
※土・日曜日、祝日も利用できます。
※毎年12月29日～翌年１月３日までは利用できません。

▼利用できるコンビニ
・セブン-イレブン
・ローソン
・サークルＫサンクス
・ファミリーマート
・ミニストップ

▼取得できる証明書
【日田市に住民票がある人】
・住民票の写し
・印鑑登録証明書
・市県民税所得証明書
・市県民税所得課税証明書
【日田市に本籍がある人】
・戸籍証明書（最新のものに限る）
※詳細は下記にお問い合わせください。

問市民課窓口サービス係☎㉒８２０４（市役所１階）

　２月1日から全国のコンビニで住民票などがとれるようになりました。サービスを利用
するためにはマイナンバーカード（利用者用電子証明書が搭載されているもの）が必要です。

 ●オリンピック・パラリンピック フラッグツアー学校訪問イベント

問体育保健課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）

　東京2020オリンピック・パラリンピック フラッグツア
ー学校訪問イベント・展示が日田市で開催されます。
 フラッグツアーは、オリンピックフラッグ・パラリンピ
ックフラッグがオリンピアン・パラリンピアンとともに全
国を巡回するイベントです。

●自分たちの力で超高齢社会に挑む地域づくりフォーラム

問まちづくり推進課まちづくり・公共交通係☎㉒８３５６（市役所６階）
　長寿福祉課長寿福祉係☎㉒８２９９（市役所１階）

　今、「住民主体による地域づくり」を進めていくことが
なぜ必要なのか。また、「住民主体による地域づくり」を
進めていくためにはどうしたらよいのか。超高齢社会を迎
え、介護予防や生活支援の面においても住民自らの力で取
り組む地域づくりを考えます。

▼とき　　２月21日㈬　午後１時30分～４時まで

▼ところ　大山文化センターホール

▼コーディネーター　斎藤主税 氏
（ＮＰＯ法人都岐沙羅パートナーズセンター）

▼パネリスト　
　梶原貴久 氏
（日田市第１層生活支援コーディネーター）
　池田一明 氏（朝日町自治会長）
　赤尾初美 氏（朝日町民生委員・児童委員）
　松野 忠 氏（ＮＰＯつえ絆くらぶ会長）

▼参加費　無料　※事前申込み不要。

■□■フラッグツアー学校訪問イベント■□■

▼とき　　２月16日㈮　午後１時35分～２時25分

▼ところ　日田市立戸山中学校　体育館

▼内容　
　フラッグ引継ぎセレモニー、トークショーなど

■□■フラッグ展示■□■

▼とき　　２月17日㈯　午前９時～午後９時
　　　　　２月18日㈰　午前９時～午後３時

▼ところ　日田市総合体育館

▼主催　東京都／東京2020組織委員会／ＪＯＣ／ＪＰＣ

穴井隆将
オリンピアン
柔道
ロンドン2012大会 
大分県出身　

中西麻耶
パラリンピアン
走り幅跳び
北京2008大会
ロンドン2012大会
リオデジャネイ
ロ2016大会　
大分県出身　

２月１日
スタート！

【出演】

～あなたなら、どうする～

東京2020
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●平成30年度地域おこし協力隊・集落支援員募集
日田市地域おこし協力隊員

▼対象者（次の全てに該当する人）
①平成30年４月１日時点の年齢が、22歳以上50歳未
満の人（在学者を除く）
②現在、都市部や地方都市に在住しており、採用後に
市内に生活拠点を移し、住民票の異動ができる人
（Ｕターン可）
③地域の元気創造や地域振興など、社会貢献度の高い
活動を希望する人で、将来にわたって、日田市に住
み続ける意向がある人
④普通自動車免許及び活動に使用できる車両を持ち、
実際の運転経験が１年以上ある人

▼募集数と主な活動内容
【地域支援型】以下の地域で活動する人を募集します
①前津江地区（１人）　②上津江地区（１人）　
【活動限定型】以下の活動をする人を募集します
①中津江地区の観光施設等を活用した地域振興に係る
こと（１人）
②上津江雉谷地区の耕作放棄地対策に係ること（１人）
③大鶴・夜明地区の農業を通した地域振興に係ること
（２人）

▼住居手当
　住居を借りる場合には、賃借料を予算の範囲内で市
が負担

日田市集落支援員

▼対象者（次の全てに該当する人）
①募集地域に居住している人、又は居住したことがあ
る人で、日田市に住民票を有している人
②地域の伝統や風習になじんでおり、集落の実情や地
理に詳しい人
③地域振興に意欲があり、住民や行政職員及び地域おこ
し協力隊員と十分にコミュニケーションが取れる人

④普通自動車免許及び活動に使用できる車両を持ち、
実際の運転経験が１年以上ある人

▼募集数と主な活動地域　９人
（上・中津江地区、前津江地区、東有田地区、小野地
区、大鶴地区、夜明地区、五和地区に各１人ずつ、
天瀬地区２人）

▼活動内容
　集落支援員は、市職員、地域おこし協力隊員、関係
団体等と連携・協力しながら、次に掲げる活動を行
います。
①集落を巡回し、住民への声掛け等を通した生活状況
及び課題の把握
②地域の問題解決及び維持活性化に係る取組の支援
③振興協議会等各種団体の事務支援及び行政との連絡
調整
④移住及び定住に向けた相談や支援

問まちづくり推進課まちづくり・公共交通係☎㉒８３５６（市役所６階）

地域おこし協力隊・集落支援員共通事項
■身分　日田市長が、「地域おこし協力隊員」若しくは
「集落支援員」として委嘱します。
　市職員として採用するものではありません。
■活動期間　委嘱した日から平成31年３月31日まで。
　最長３年まで延長することができます。
■活動時間　月150時間
■報償　月額18万円（賞与、退職金はありません）

■申込先　
　〒８７７‐８６０１（住所記載不要）
　まちづくり推進課まちづくり・公共交通係
■申込期限　２月22日㈭（必着）
※応募書類に必要事項を記入の上、郵送で上記申込先に提出
してください。応募書類は市役所６階まちづくり推進課及
び各振興局に備え付けています。また、市ホームページか
らもダウンロードすることができます。

皆さんの意見を募集します！ーパブリックコメントー

第５次日田市行政改革大綱（案）について
　第５次日田市行政改革大綱（案）を公開していますので、ご意見をお寄せください。

■閲覧場所　市ホームページ、市役所３日以内窓口、地方創生推進課、各振興局・振興センター、各地区公民館
（各振興局・振興センター管内を除く10か所）
■意見の提出方法　住所・氏名を記入の上、市ホームページ、郵便、ファックス、持参のいずれかで提出
■意見の提出先　市役所３日以内窓口、地方創生推進課、各振興局・振興センター
■募集期限　３月２日㈮
問〒８７７‐８６０１（住所記載不要）
　地方創生推進課創生企画係（市役所６階）　☎㉒８２２３　　㉒８２５０
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９
時
30
分
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
栄
養
実
習
室

■
費
用
　
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
募
集
数
　
12
人

■
申
込
方
法
　
下
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
２
月
８
日
㈭

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

離
乳
食
教
室

　
生
後
５
〜
９
か
月
の
乳
児
の
保
護
者
を

対
象
に
離
乳
食
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
３
月
１
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
栄
養
実
習
室

■
募
集
数
　
15
人
程
度
（
先
着
順
）

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
子
さ
ん
同
伴
の
人

は
見
学
と
試
食
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
２
月
19
日
㈪

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺

族
を
対
象
に
、
気
持
ち
の
分
か
ち
合
い
を

行
い
ま
す
。

■
と
き

　
３
月
１
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
参
加
費
　 

無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
２
月
22
日
㈭

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

　
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

「
健
康
診
査
」
の
受
診
は

お
済
み
で
す
か
？

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

る
人
を
対
象
に
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
、

健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受
診
券

の
有
効
期
限
が
、
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
既
に
他
の
健
診
を
受
け
た
人
や

生
活
習
慣
病
等
の
治
療
を
定
期
的
に
受
け
て

い
る
人
は
受
診
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
受
診
の
際
に
必
要
な
も
の

①
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

②
健
康
診
査
受
診
券

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

　
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
１
７
７
１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
分
の

年
金
情
報
の
照
会
が
で
き
ま
す

　
自
分
の
年
金
加
入
記
録
や
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
な
い
か
、
ま
た
は
将
来
の
年
金

見
込
額
等
を
確
認
し
た
い
と
き
は
、
日
本

年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
（http://w

w
w
.nenkin.go.jp/

）
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

くらしの情報Information ２.１

点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成

講
習
会
受
講
者
募
集

■
受
講
期
間
　

　
４
月
〜
平
成
31
年
３
月
（
延
べ
40
回
）

・
点
訳
　
毎
週
金
曜
日

・
音
訳
　
毎
週
火
曜
日

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
と
こ
ろ

　
大
分
県
点
字
図
書
館
（
大
分
市
）

■
応
募
条
件
　

・
原
則
と
し
て
講
習
会
を
毎
回
受
講
で
き

る
人

・
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
お
り
、
簡
単
な
操

作
が
で
き
る
人

・
講
習
会
終
了
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
継
続
し
て
点
字
図
書
館
に
お
け
る
点

字
図
書
・
録
音
図
書
の
製
作
に
協
力
で

き
る
人

■
募
集
期
限
　
３
月
６
日
㈫

※
申
込
方
法
等
詳
細
は
、
大
分
県
点
字
図
書
館

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
盲
人
協
会
大
分
県
点
字
図
書
館

　
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
０
３
９
９

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

自
動
販
売
機
設
置
希
望
業
者
募
集

■
設
置
施
設
　
日
田
市
葬
斎
場

■
対
象
　
市
内
の
業
者

■
設
置
期
間
　
４
月
１
日
㈰
か
ら
２
年
間

■
種
類
・
台
数
　
清
涼
飲
料
水
２
台

■
申
込
方
法

　
左
記
に
設
置
し
て
い
る
申
込
用
紙
に
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
提
出

■
申
込
期
限
　
２
月
16
日
㈮
　
午
後
５
時

問
環
境
課
企
画
推
進
係

　
☎
㉒
８
３
５
７
（
市
役
所
２
階
）

大
山
ダ
ム
水
源
地
域
上
下
流
交
流
事
業

植
樹
祭
参
加
者
募
集

　
こ
の
植
樹
祭
は
、
福
岡
都
市
圏
の
水
瓶

で
あ
る
上
流
域
と
下
流
域
の
市
民
が
交
流

を
行
い
、
水
源
林
を
守
り
育
て
る
こ
と
の

必
要
性
に
つ
い
て
相
互
理
解
を
深
め
る
も

の
で
、
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園
の

環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
24
日
㈯
　
午
前
11
時
15
分
〜

■
と
こ
ろ
　
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園

■
参
加
費
　
無
料

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
２
月
21
日
㈬

問
大
山
ダ
ム
水
源
地
域
上
下
流
交
流
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
52
３
１
０
１
（
大
山
振
興
局
内
）

日
田
市
民
音
楽
祭

新
人
演
奏
会
の
参
加
者
募
集

　
11
月
18
日
㈰
に
実
施
す
る
第
24
回
日
田

市
民
音
楽
祭
で
「
新
人
演
奏
会
」
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
響

き
の
パ
ト
リ
ア
大
ホ
ー
ル
で
演
奏
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
応
募
資
格
（
全
て
を
満
た
す
人
）

・
日
田
市
出
身
、
在
住
者
及
び
市
内
に
勤

務
し
て
い
る
人

・
音
楽
専
門
課
程
を
履
修
又
は
同
程
度
の

音
楽
技
術
を
持
つ
20
歳
以
上
の
人
　
他

■
演
奏
部
門

　
声
楽
、
ピ
ア
ノ
、
管
・
弦
楽
器
等

■
演
奏
時
間
　
10
〜
20
分

■
申
込
期
限
　
２
月
28
日
㈬

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

訓
練
生
募
集

■
訓
練
科
目

　
住
宅
施
工
科
（
建
築
大
工
、
左
官
、
木

工
）

■
募
集
条
件

　
建
築
職
人
を
目
指
す
人
（
男
女
年
齢
は

　
問
い
ま
せ
ん
）

■
訓
練
期
間
　
３
年
間
　
毎
週
木
曜
日

■
授
業
料
　
月
額
５
０
０
０
円

■
募
集
数
　
15
人
程
度

■
申
込
期
限
　
３
月
31
日
㈯

※
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
（
藤
原
）

　
☎
０
９
０
‐
３
４
１
０
‐
４
６
５
９

　
日
田
共
同
職
業
訓
練
協
会
（
坂
本
）

　
☎
０
９
０
‐
３
０
１
０
‐
２
７
９
７

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

第
21
回
国
民
体
育
大
会
（
昭
和
41

年
）
の
貴
重
な
記
録
写
真
を
展
示

　
昭
和
41
年
に
開
催
さ
れ
た
大
分
国
体
の

様
子
を
記
録
し
た
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ

①
２
月
17
日
㈯
〜
22
日
㈭

　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
　
総
合
体
育
館

※
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
。

②
２
月
23
日
㈮
〜
３
月
11
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
　
陸
上
競
技
場

※
月
曜
日
休
み
。

問
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

第
32
回
日
田
市
少
年
少
女

交
流
駅
伝
大
会

■
と
き
　
２
月
25
日
㈰

・
開
会
式
　
　
午
前
９
時
30
分

・
ス
タ
ー
ト
　
午
前
10
時

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場

■
参
加
資
格

　
小
学
校
３
〜
６
年
生
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
や
子
供
会
な
ど
で
編
成
す
る
チ
ー

ム
（
１
団
体
３
チ
ー
ム
ま
で
）

※
チ
ー
ム
は
、
大
人
（
監
督
１
人
、
世
話
人

２
人
）
と
選
手
７
人
で
編
成
。

■
参
加
費
（
保
険
料
を
含
む
）

　
１
チ
ー
ム
　
２
０
０
０
円

■
申
込
期
限
　
２
月
13
日
㈫

※
申
込
用
紙
は
体
育
保
健
課
（
市
役
所
別
館

２
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

高
齢
者
の
生
き
が
い
グ
ル
ー
プ

合
同
発
表
会

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
教
室
や
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
で
、
1
年
間
練
習
、
修
練
し
た

高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
披
露
す
る
発

表
会
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
と
き
　
２
月
24
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
（
午
前
９
時
30
分
開
場
）

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

■
内
容
　
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス
、
舞
踊
、
カ

ラ
オ
ケ
、
地
区
代
表
芸
能
団
な
ど 

※
ロ
ビ
ー
で
は
、
各
教
室
の
作
品
や
市
老
連
活

動
写
真
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

■
入
場
　
無
料

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
２
１
２
３

咸
宜
園
開
塾
２
０
０
年
記
念
事
業

咸
宜
園
門
下
生
子
孫
の
集
い
・

田
中
優
子
氏
講
演
会

　
日
田
市
で
は
、
咸
宜
園
が
開
塾
さ
れ
た

２
月
23
日
を
「
咸
宜
園
の
日
」
と
定
め
、

毎
年
講
演
会
等
の
記
念
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
昨
年
２
月
に
咸
宜
園
は
開
塾
２

０
０
年
を
迎
え
、
こ
の
一
年
を
か
け
て

「
咸
宜
園
開
塾
２
０
０
年
記
念
事
業
」
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
締
め
く
く
り

と
し
て
、
第
一
部
「
記
念
式
典
」・「
咸
宜

園
門
下
生
子
孫
の
集
い
」
を
開
催
し
、
第

二
部
で
は
講
師
に
江
戸
時
代
の
社
会
・
生

活
文
化
を
専
門
と
す
る
田
中
優
子
氏
を
迎

え
た
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
24
日
㈯

・
第
一
部
　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

・
第
二
部
　
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
演
題

　
江
戸
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
の
学
び

■
講
師

　
田
中
優
子 

氏
（
法
政
大
学
総
長
）

※
申
込
方
法
等
詳
細
は
、
下
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
〒
８
７
７
‐
０
０
１
２

　
淡
窓
２
‐
２
‐
18

　
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
・
　
㉒
０
２
６
８

　
　kangien@

city.hita.oita.jp

「
民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所
」
開
設

　
暴
力
団
等
が
関
係
し
た
被
害
等
に
つ
い

て
、
弁
護
士
や
警
察
官
等
が
面
接
又
は
電

話
に
よ
る
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
２
月
22
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
０
９
会
議
室
（
大
分
市
）

□
相
談
電
話

　
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
４
７
０
４

問
（
公
財
）
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

　
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
４
７
０
４

※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。
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くらしの情報次回の広報ひた２月15日号は、２月15日㈭に発送します。Information ２.１

大
分
県
交
通
災
害
共
済

加
入
受
付
開
始

　
大
分
県
交
通
災
害
共
済
の
平
成
30
年
度

加
入
申
込
み
を
２
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
交
通
災
害
共
済
は
一
人
年
間
３
６
０
円

の
掛
け
金
で
、
万
一
の
時
に
お
互
い
に
助

け
合
う
制
度
で
す
。
日
田
市
に
住
民
登
録

し
て
い
れ
ば
、
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
加
入
を
希
望
す
る
人
は
、
自
治
会
を

通
し
て
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
内
容

を
確
認
の
上
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
掛
金
を
添
え
て
班
長
に
お
渡
し
く

だ
さ
い
。

※
市
民
課
、
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
で
申

し
込
み
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
時
間
外
に
受
け
取
り
で
き
ま
す

■
と
き
　
２
月
25
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

２
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月

　
10
月
か
ら
１
月
ま
で
の
児
童
手
当
を
２

月
５
日
㈪
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
振
り
込
み
の
時
間
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
は
、
支
払
が
差
止

め
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

２
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

　
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

　
11
月
か
ら
１
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
２
月
９
日
㈮
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
に
必
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

食
育
健
康
料
理
教
室

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ら
く
ら
く
！
バ
ラ

ン
ス
朝
ご
は
ん
」
で
す
。

■
と
き
　
２
月
16
日
㈮

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
栄
養
実
習
室

■
費
用
　
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
募
集
数
　
12
人

■
申
込
方
法
　
下
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
２
月
８
日
㈭

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

離
乳
食
教
室

　
生
後
５
〜
９
か
月
の
乳
児
の
保
護
者
を

対
象
に
離
乳
食
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
３
月
１
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
栄
養
実
習
室

■
募
集
数
　
15
人
程
度
（
先
着
順
）

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
子
さ
ん
同
伴
の
人

は
見
学
と
試
食
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
２
月
19
日
㈪

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺

族
を
対
象
に
、
気
持
ち
の
分
か
ち
合
い
を

行
い
ま
す
。

■
と
き

　
３
月
１
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
参
加
費
　 

無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
２
月
22
日
㈭

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

　
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

「
健
康
診
査
」
の
受
診
は

お
済
み
で
す
か
？

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

る
人
を
対
象
に
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
、

健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受
診
券

の
有
効
期
限
が
、
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
既
に
他
の
健
診
を
受
け
た
人
や

生
活
習
慣
病
等
の
治
療
を
定
期
的
に
受
け
て

い
る
人
は
受
診
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
受
診
の
際
に
必
要
な
も
の

①
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

②
健
康
診
査
受
診
券

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

　
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
１
７
７
１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
分
の

年
金
情
報
の
照
会
が
で
き
ま
す

　
自
分
の
年
金
加
入
記
録
や
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
な
い
か
、
ま
た
は
将
来
の
年
金

見
込
額
等
を
確
認
し
た
い
と
き
は
、
日
本

年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
（http://w

w
w
.nenkin.go.jp/

）
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

タ
ウ
ン
情
報

募
集

イ
ベ
ン
ト

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

込められた熱い思い

　＜人の世に熱あれ、人間に光あれ＞
　1922（大正11）年３月３日、全国水平社創
立大会で読み上げられた『全国水平社創立宣言
＝水平社宣言』は、日本で最初の人権宣言とも
言われています。
　全国水平社は、被差別部落の人々が全国から
集まり、厳しい差別からの解放を目指し創立さ
れました。水平社の名を提唱した創立メンバー
の阪本清一郎氏は『水平』に込めた思いをこう
語っています。
　≪あらゆる尺度というものは人間が作った。
そしてその尺度によっていろいろな差が出てく
る。絶対に差ができないものは水平である。平
等を表現するのは水平ということば以外にはな
い≫
　≪人類は平等でなければならない、今の平等
は平等ではない。公平であるかどうかというこ
とを見るにはいろんな尺度がある。しかし、ど
んな計器を持ってきてもそれに勝るのが、水の
平らかさである、それ以上の尺度はない≫
　この「水の平らかさ＝平等」を目指し、これ
までに様々な運動や取組が行われてきました
が、居住地や生まれた所、民族、性別、年齢等
の違いに注目し、人間が作った尺度によって人
の価値や優劣を判断するなど、残念ながら今も
差別が繰り返されています。
　「人の世に熱あれ、人間に光あれ」という差
別との闘いが宣言されてから90年以上の時が過
ぎた2016（平成28）年、現在もなお部落差別
が存在すると明記された『部落差別の解消の推
進に関する法律』が施行されました。言い換え
れば「人の世の熱も人間の光も十分ではない」
のが現実です。
　水平社宣言は、人間を尊敬し大切にすること
で差別をなくそうとうたっています。差別する
人がいるから、差別を受ける人が生まれる。人
を尊敬することから、差別は生まれない。
　一人ひとりの他者を尊敬する心から、あらゆ
る差別を許さない社会へ、そして真の水平の実
現を望み、この言葉で結びます。
　＜人の世に熱あれ、人間に光あれ＞

問人権啓発センター☎㉒８０１７（市役所別館１階）

点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成

講
習
会
受
講
者
募
集

■
受
講
期
間
　

　
４
月
〜
平
成
31
年
３
月
（
延
べ
40
回
）

・
点
訳
　
毎
週
金
曜
日

・
音
訳
　
毎
週
火
曜
日

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
と
こ
ろ

　
大
分
県
点
字
図
書
館
（
大
分
市
）

■
応
募
条
件
　

・
原
則
と
し
て
講
習
会
を
毎
回
受
講
で
き

る
人

・
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
お
り
、
簡
単
な
操

作
が
で
き
る
人

・
講
習
会
終
了
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
継
続
し
て
点
字
図
書
館
に
お
け
る
点

字
図
書
・
録
音
図
書
の
製
作
に
協
力
で

き
る
人

■
募
集
期
限
　
３
月
６
日
㈫

※
申
込
方
法
等
詳
細
は
、
大
分
県
点
字
図
書
館

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
盲
人
協
会
大
分
県
点
字
図
書
館

　
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
０
３
９
９

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

自
動
販
売
機
設
置
希
望
業
者
募
集

■
設
置
施
設
　
日
田
市
葬
斎
場

■
対
象
　
市
内
の
業
者

■
設
置
期
間
　
４
月
１
日
㈰
か
ら
２
年
間

■
種
類
・
台
数
　
清
涼
飲
料
水
２
台

■
申
込
方
法

　
左
記
に
設
置
し
て
い
る
申
込
用
紙
に
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
提
出

■
申
込
期
限
　
２
月
16
日
㈮
　
午
後
５
時

問
環
境
課
企
画
推
進
係

　
☎
㉒
８
３
５
７
（
市
役
所
２
階
）

大
山
ダ
ム
水
源
地
域
上
下
流
交
流
事
業

植
樹
祭
参
加
者
募
集

　
こ
の
植
樹
祭
は
、
福
岡
都
市
圏
の
水
瓶

で
あ
る
上
流
域
と
下
流
域
の
市
民
が
交
流

を
行
い
、
水
源
林
を
守
り
育
て
る
こ
と
の

必
要
性
に
つ
い
て
相
互
理
解
を
深
め
る
も

の
で
、
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園
の

環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
24
日
㈯
　
午
前
11
時
15
分
〜

■
と
こ
ろ
　
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園

■
参
加
費
　
無
料

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
２
月
21
日
㈬

問
大
山
ダ
ム
水
源
地
域
上
下
流
交
流
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
52
３
１
０
１
（
大
山
振
興
局
内
）

日
田
市
民
音
楽
祭

新
人
演
奏
会
の
参
加
者
募
集

　
11
月
18
日
㈰
に
実
施
す
る
第
24
回
日
田

市
民
音
楽
祭
で
「
新
人
演
奏
会
」
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
響

き
の
パ
ト
リ
ア
大
ホ
ー
ル
で
演
奏
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
応
募
資
格
（
全
て
を
満
た
す
人
）

・
日
田
市
出
身
、
在
住
者
及
び
市
内
に
勤

務
し
て
い
る
人

・
音
楽
専
門
課
程
を
履
修
又
は
同
程
度
の

音
楽
技
術
を
持
つ
20
歳
以
上
の
人
　
他

■
演
奏
部
門

　
声
楽
、
ピ
ア
ノ
、
管
・
弦
楽
器
等

■
演
奏
時
間
　
10
〜
20
分

■
申
込
期
限
　
２
月
28
日
㈬

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

訓
練
生
募
集

■
訓
練
科
目

　
住
宅
施
工
科
（
建
築
大
工
、
左
官
、
木

工
）

■
募
集
条
件

　
建
築
職
人
を
目
指
す
人
（
男
女
年
齢
は

　
問
い
ま
せ
ん
）

■
訓
練
期
間
　
３
年
間
　
毎
週
木
曜
日

■
授
業
料
　
月
額
５
０
０
０
円

■
募
集
数
　
15
人
程
度

■
申
込
期
限
　
３
月
31
日
㈯

※
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
（
藤
原
）

　
☎
０
９
０
‐
３
４
１
０
‐
４
６
５
９

　
日
田
共
同
職
業
訓
練
協
会
（
坂
本
）

　
☎
０
９
０
‐
３
０
１
０
‐
２
７
９
７

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

第
21
回
国
民
体
育
大
会
（
昭
和
41

年
）
の
貴
重
な
記
録
写
真
を
展
示

　
昭
和
41
年
に
開
催
さ
れ
た
大
分
国
体
の

様
子
を
記
録
し
た
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ

①
２
月
17
日
㈯
〜
22
日
㈭

　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
　
総
合
体
育
館

※
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
。

②
２
月
23
日
㈮
〜
３
月
11
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
　
陸
上
競
技
場

※
月
曜
日
休
み
。

問
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

第
32
回
日
田
市
少
年
少
女

交
流
駅
伝
大
会

■
と
き
　
２
月
25
日
㈰

・
開
会
式
　
　
午
前
９
時
30
分

・
ス
タ
ー
ト
　
午
前
10
時

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場

■
参
加
資
格

　
小
学
校
３
〜
６
年
生
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
や
子
供
会
な
ど
で
編
成
す
る
チ
ー

ム
（
１
団
体
３
チ
ー
ム
ま
で
）

※
チ
ー
ム
は
、
大
人
（
監
督
１
人
、
世
話
人

２
人
）
と
選
手
７
人
で
編
成
。

■
参
加
費
（
保
険
料
を
含
む
）

　
１
チ
ー
ム
　
２
０
０
０
円

■
申
込
期
限
　
２
月
13
日
㈫

※
申
込
用
紙
は
体
育
保
健
課
（
市
役
所
別
館

２
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

高
齢
者
の
生
き
が
い
グ
ル
ー
プ

合
同
発
表
会

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
教
室
や
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
で
、
1
年
間
練
習
、
修
練
し
た

高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
披
露
す
る
発

表
会
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
と
き
　
２
月
24
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
（
午
前
９
時
30
分
開
場
）

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

■
内
容
　
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス
、
舞
踊
、
カ

ラ
オ
ケ
、
地
区
代
表
芸
能
団
な
ど 

※
ロ
ビ
ー
で
は
、
各
教
室
の
作
品
や
市
老
連
活

動
写
真
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

■
入
場
　
無
料

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
２
１
２
３

咸
宜
園
開
塾
２
０
０
年
記
念
事
業

咸
宜
園
門
下
生
子
孫
の
集
い
・

田
中
優
子
氏
講
演
会

　
日
田
市
で
は
、
咸
宜
園
が
開
塾
さ
れ
た

２
月
23
日
を
「
咸
宜
園
の
日
」
と
定
め
、

毎
年
講
演
会
等
の
記
念
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
昨
年
２
月
に
咸
宜
園
は
開
塾
２

０
０
年
を
迎
え
、
こ
の
一
年
を
か
け
て

「
咸
宜
園
開
塾
２
０
０
年
記
念
事
業
」
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
締
め
く
く
り

と
し
て
、
第
一
部
「
記
念
式
典
」・「
咸
宜

園
門
下
生
子
孫
の
集
い
」
を
開
催
し
、
第

二
部
で
は
講
師
に
江
戸
時
代
の
社
会
・
生

活
文
化
を
専
門
と
す
る
田
中
優
子
氏
を
迎

え
た
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
24
日
㈯

・
第
一
部
　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

・
第
二
部
　
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
演
題

　
江
戸
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
の
学
び

■
講
師

　
田
中
優
子 

氏
（
法
政
大
学
総
長
）

※
申
込
方
法
等
詳
細
は
、
下
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
〒
８
７
７
‐
０
０
１
２

　
淡
窓
２
‐
２
‐
18

　
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
・
　
㉒
０
２
６
８

　
　kangien@

city.hita.oita.jp

「
民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所
」
開
設

　
暴
力
団
等
が
関
係
し
た
被
害
等
に
つ
い

て
、
弁
護
士
や
警
察
官
等
が
面
接
又
は
電

話
に
よ
る
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
２
月
22
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
０
９
会
議
室
（
大
分
市
）

□
相
談
電
話

　
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
４
７
０
４

問
（
公
財
）
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

　
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
４
７
０
４

▲田中優子 氏
　（法政大学総長）
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ありがとう、あまがせ物語
　12月20日、天瀬公民館の体育館で、天瀬町生活
研究グループのふるさと小包「あまがせ物語」の最
後の発送作業が行われた。1991年から年２回行わ
れてきたこの贈り物は、今回で最終回を迎える。中
身は、正月飾りの松竹梅や丸もち、黒豆、ゆずごし
ょう、かりんとう等、ふるさとの味が10品入ってお
り、267箱全てに真心を込め最後の発送を行った。

私たち、日田ってます
　12月11日、台湾の男女４人組の人気ロックバン
ド「旺福」が、天ヶ瀬温泉街の露天風呂「神田湯」
に湯あみ着姿で入浴し、ミュージックビデオや雑誌
の撮影を行った。メンバーは、「日田の観光地情報
を発信し、台湾からの観光客を増やし、九州豪雨で
被災した日田を元気にしたい」と語った。今後「旺
福」は、本格的な日本進出を目指している。

無病息災を祈って
　１月７日、大山町中川原の榎瀬公園で「鬼火焚
き」が行われ、地区内の住民など約80人が訪れ
た。この催しは、中川原青壮年会主催で、１年の無
病息災を願い、毎年行われている。
　竹で組まれたやぐらに火がつけられ、勢いよく燃
え上がる炎を、参加者たちはそれぞれ願いを込めな
がら見つめ、大きな歓声を上げていた。

49年の歴史に幕
　12月中旬から、大山町中大山の旧大山振興局の
解体工事が始まった。大山振興局は平成28年７月
に現在の位置（大山小学校跡地）に移転しており、
役目を終えた旧大山振興局は、解体されることにな
った。旧大山振興局は、昭和43年11月に竣工して
以来、大山町役場、日田市大山振興局として刻んだ
49年の歴史に幕を降ろした。

新しい出会い、新たな発見
　12月16日、平成30年秋にアオーゼで開催され
る、第33回国民文化祭・おおいた2018のプレイベ
ントとして、現代美術家の大巻伸嗣氏のトークイベ
ントが開催された。大巻氏は「色々な人たちと出会
い、自身が作品に込める思いを繋げ、観る人それぞ
れが体全体で作品を感じとり、何かを発見できるも
のにしたい」と本市での制作を熱く語った。

アヤメをあしらい華やかに
　12月15日、原付バイクの「日田市ご当地ナンバ
ープレートデザイン」最優秀賞受賞者の表彰及びレ
プリカ交付式が行われた。応募作品61点から最優
秀賞に選ばれた森山國義さんは、「日田市の花がア
ヤメだと知ってもらいたい」という思いでデザイン
を考案した。このナンバープレートは１月15日か
ら交付されている。

心を一つに！金賞受賞
　12月20日、日隈小学校金管バンドの皆さんが、
第36回全日本小学校バンドフェスティバルと第45
回マーチングバンド全国大会の両大会で金賞を受賞
したことを市長に報告した。両大会合わせての金賞
受賞は九州の小学校として初となる快挙となった。
出場した子供たちは「みんなの気持ちをまとめて頑
張った」と満面の笑顔で受賞の喜びを語った。

大山

天瀬 日田

ワンフー じんでんゆ

日頃から防災意識を高めて
　平成30年日田市消防団出初式が１月21日、大原
グラウンド、三隈川河川敷、パトリア日田で行われ
た。大原グラウンドでは訓練点検や操法点検などが
披露された。その後、三隈川遊歩道で行われた消防
車38台による放水点検では、大きなエンジン音と
ともに一斉に力強い放水が行われ、観覧に訪れた人
たちから大きな歓声が沸き起こっていた。
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無病息災を願う新年会
　１月７日、上野田多目的スポーツ広場で、毎年恒
例の「上野田自治会新年会」が開催された。
　午前中は１年間の健康と五穀豊穣を願い、鬼火焚
きが行われた。関係者が玉串をささげ、年男年女が
６メートルほどの高さに組み上げられたやぐらに点
火すると、孟宗竹が「バンバン、ドンドン」と激し
い音を立て勢いよく燃え上がった。
　午後は屋内に移動し、新年会が行われ、餅つき
や、カラオケ、子供たちによる踊りの披露等、多彩
な出し物があり、会場は新年を祝うにふさわしく大
変な盛り上がりを見せていた。

自分の命は自分で守ろう！
　11月29日、前津江小学校で「防災講演会」が開
催された。講演会には、小・中学校の児童や生徒、
保護者など約70人が参加した。
　大分市在住の防災士大塚敦子さんが九州北部豪雨
の映像や前津江の写真を使った講話を行い、災害に
備えた具体的な準備や心構えなどの話に参加者は真
剣に聞き入っていた。

温所湧水周辺を整備
　赤石本村地区には、温所という場所があり、古く
から湧水がある。赤石自治会では11月26日、県道
西大山大野日田線の改良工事にあわせ、地域の魅力
アップにつなげようと湧水の周辺を整備し、看板を
立て、歩道づくりや植樹を行った。当日は芋煮会も
行われ、地域住民だけでなく遠来者も参加し親交を
深め、笑顔の１日となった。

元気にペッタン！ペッタン！
　12月20日、なかつえ保育園で餅つき交流会が行
われた。例年この時期に地域交流の一環として地域
の人を招いて餅つき交流会を開催している。
　当日は、園児や保護者が地域の人と一緒に杵と臼
を使い餅つきを行った。園児達は、自分の背丈と変
わらない程の杵を使い、元気よく餅をつき、最後
は、みんなで餅を美味しく味わっていた。

高齢者に笑顔を
　12月17日、ＮＰＯつえ絆くらぶによる「チョイ
てご祭り」が行われた。今回で７回目となったこの
行事は、高齢者世帯で対応できないような場所の清
掃等をボランティアで行うものである。当日は、ボ
ランティア25人が事前に依頼のあった、上・中津
江地区の高齢者宅12軒を訪問し、高所の窓ふきや
雨どいなどの清掃活動に取り組んでいた。

薪づくりワークショップ
　12月19日、小川原地区で地域おこし協力隊主催
の「薪づくり」ワークショップが開催された。当日
は小雪が舞う非常に寒い中での作業となったが、参
加者は軽トラックの荷台がいっぱいになるほどの木
を切り出していた。森から「まき」という燃料を作
り出す、現在ではあまり経験することができない工
程を体験し、参加者たちは楽しんでいた。

中津江

前津江 上津江

ぬくどころ

笑顔いっぱいのクリスマス会
　12月22日、すぎっ子こども園でクリスマス会が開
催された。園児たちはクリスマス飾りを作り、心待
ちにしていたサンタさんが登場すると、「上津江ま
でどうやって来たの？トナカイはどこにいるの？」
とサンタさんを取り囲んだ。一緒にゲームや歌や踊
りを楽しんだ後、一人ひとりプレゼントを手渡しし
てもらい、とても楽しい時間を過ごしていた。　
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　市では将来の財政見通しを明らかにするため、平成30年度から平成34年度までの今後５か年の財政推計を作成し、
ホームページに掲載しています。今号では、その中から主な内容についてお知らせします。
※普通会計とは一般会計と特別会計の一部（診療所事業・給水施設事業・住宅新築資金等貸付事業・情報センター事業）を一つの会
計としてまとめたものです。

※総額は端数処理のため内訳と一致しません。

区分 平成30年度
①

平成34年度
②

差し引き
②‐① 概要

扶助費

人件費

公債費

投資的経費

その他

歳出総額

55.7

78.4

48.1

103.1

135.0

420.3

55.0

75.9

49.5

72.0

131.8

384.2

△0.7

△2.5

1.4

△31.1

△3.2

△36.1

職員人件費については、平成27年２月に策定した日田市定員管理計画（平
成27年度～平成32年度）の職員数に基づいて積算しています。
※人件費のうち退職手当については、平成30年度が約6.6億円、平成34年度が
約6.2億円。
障害福祉関連はサービス利用者の増等から増加を見込みますが、児童関連
費用は児童数の減少による減を見込んでいます。
既に借り入れた地方債の償還金であるため各年度で変動があります。災害復旧
や、施設の更新等による影響によって平成34年度に増加を見込んでいます。
建設事業費については、公共施設等総合管理計画第１期実施計画に基づく事業
費を含めて計上しています。また、平成29～32年度で平成29年７月九州北部
豪雨災害に係る復旧経費を計上しています。
日田市版総合戦略に盛り込まれた事業費として、平成30年度以降の毎年度
に約20億円程度見込んでいます。

区分 平成30年度
①

平成34年度
②

差し引き
②‐① 概要

市税

地方交付税

国県支出金

市債

その他

歳入総額

78.1

121.5

111.9

51.9

48.1

411.6

78.1

112.8

84.2

50.1

49.1

374.3

0.0

△8.7

△27.7

△1.8

1.0

△37.3

景気はゆるやかな回復基調にあるものの、大きな伸びは見込めず、税制改
正による法人市民税の減見込と合わせて全体ではほぼ横ばいと見込んでい
ます。
市町村合併による普通交付税の優遇措置（約9.4億円）が、平成27～31年
度の５年間で段階的に削減されます。
事業費の増減に伴い各年度で変動がありますが、平成30年度では災害復旧
に係る国庫負担金等が含まれるため、復旧の進捗に応じて減少する見込み
です。
国県支出金と同様、平成30年度では災害復旧に係る市債の発行を見込んで
います。復旧の進捗に応じて減少しますが、平成33年度以降は施設の更新
等により増加する見込みです。
総合戦略に盛り込まれた事業等の財源を補うため、特定目的基金の繰入れ
の増加を見込んでいます。

※財政調整基金・減債基金・退職手当基金からの繰入額は含めていません。

※総額は端数処理のため内訳と一致しません。
※災害復旧に関する経費について
　投資的経費に含まれる平成29年７月九州北部豪雨関連の災害復旧経費については平成29～32年度までの間で66.5億円を見込んでいます。

　この推計は、平成29年度の決算見込額及び事業実施計画を基礎に、以下の目的で試算したものです。
　①健全な財政運営のために必要となる平成30年度から平成34年度までの５か年の予算編成の基礎的資料とするもの
　②中期的視点から、日田市総合計画における施策・事業を進める際の財源の目安とするもの
　③今後、災害からの復旧や地方創生を実現するための取組に係る費用、施設の更新・改修費用などの財政需要が増加
していくと予測されることから、市の将来の財政状況を市民に公表し、本市の行財政運営に対する理解をお願いす
るもの　※将来の予算額を決定したものではありません。

　平成34年度までの試算では、市税の大きな伸びは見込めないこと、また、普通交付税についても市町村合併に伴う
優遇措置の終了によって今後段階的に削減されていくことなどから、歳入の減少が大きく歳出の抑制を行っても財源
不足が生じます。財源不足を補うため、３基金を取り崩すことになり、残高が減少します。
　また、市債残高については、今後の借入額よりも償還額が上回る見込みであることから、残高は減少していきます
が、施設の更新等による影響のため平成34年度に増加が見込まれます。

※３基金残高とは、財政調整基金・減債基金・退職手当基金の３つの基金を合算した額のことです。

問財政課財政係☎㉒８６３４（市役所４階）

　こうした厳しい財政状況に適切に対応していくため、歳入の確保に努めながら、経常経費の更なる抑制や事業の重点化
等の取組を行うとともに、公共施設等総合管理計画に基づく施設の総合的かつ計画的な管理、新地方会計の整備及び活
用、公営企業会計の地方公営企業法適用の推進など、財政マネジメントの取組を強化し安定的な財政運営に努めます。

経常収支比率とは、税など自治体が自由に使える収入に対し、公債費や
人件費、扶助費といった経常的に必要な費用の占める割合のことで、家
計に例えると、給料などのような毎月決まって得られる収入に対して、
住居費や光熱水費、ローンの返済などのような、毎月確実に支出しなけ
ればならない経費の割合のことです。

平成30年度
①

平成34年度
②

差し引き
②－①

95.3％ 97.2％ 1.9ポイント

■
■

■

■

■
■

▲▲

▲

▲
▲

▲

平成34年度平成33年度平成31年度 平成32年度平成30年度平成29年度

（億円）

430

420

410

400

■
▲
歳入
歳出

380

390

370

360

350

419.1億円

404.9億円

420.3億円

411.6億円

379.2億円

372.8億円

356.0億円

366.3億円
371.1億円

369.1億円

384.2億円

374.3億円

（単位：億円）

（単位：億円）

（億円）

420

400

380

360

340

320
H29 H30 H31 H32 H33 H34

401.0
392.9

386.6 389.1

市債残高

398.0

日 田 市 の 財 政 推 計

財 政 推 計 の 目 的 等

歳 入

歳 出

歳 入 ・ 歳 出 の 推 移

３ 基 金 残 高 と 市 債 残 高 （ 市 の 借 金 ） の 推 移

経 常 収 支 比 率

財 政 の 健 全 化 に 向 け て

普 通 会 計

（億円）

H29 H30 H31 H32 H33 H34

90.5
82.0

64.2

３基金残高

65.9
54.7

75.9
401.7

100

80

60

40

20

歳
　入

歳
　出
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新刊情報

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午後６時まで）

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　２月10日㈯　
　午後３時～４時
　２月24日㈯
　午前11時～正午
□ところ
　児童コーナー

  

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ

<作り方>
①全ての材料を混ぜ合わせ、ミキサーにかける。
　アルミカップの８分目まで入れる。
②オーブントースターで15分焼く。

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００

■材料■　（10個分）
クリームチーズ　　　200g
ヨーグルト　　　　　  50g
卵　　　　　　　　     ３個

　米粉はパンやお菓子、揚げ衣など小麦粉の代わりとして使え、しっとり、サク
サクした食感を出すことができます。ただし、米粉パンや米粉ピザ用の米粉には
小麦グルテンを加えた製品もあるので、小麦アレルギーの人は注意が必要です。

　咸
宜
園
で
は
構
内
の
授
業
だ
け
で
な

く
、
と
き
に
は
師
弟
同
行
し
て
、
と
き
に

は
塾
生
た
ち
だ
け
で
、
し
ば
し
ば
周
辺
の

山
野
、
河
川
、
神
社
・
仏
閣
な
ど
に
出
向

き
、
弁
当
を
開
い
て
食
事
を
し
、
詩
を
詠

む
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
塾
の
休
日
で
あ
る
「
放

学
」
、
山
歩
き
を
し
た
「
遊
山
」
が
淡
窓

の
日
記
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。

　今
号
で
は
、
放
学
・
遊
山
の
地
と
し
て

の
「
歌
詠
橋
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　嘉
永
二
年
四
月
、
淡
窓
六
十
八
歳
の
と

き
に
、
萩
尾
峠
か
ら
続
く
茶
屋
の
瀬
に
新

た
に
完
成
し
た
大
肥
川
に
架
か
る
長
さ
三

十
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
眼
鏡
橋
で
あ

る
「
歌
詠
橋
」
を
弟
の
三
右
衛
門
や
青

邨
、
源
兵
衛
ら
数
人
を
伴
っ
て
見
物
に
出

か
け
て
い
ま
す
。
こ
の
橋
は
、
弟
の
久
兵

衛
、
千
原
幸
右
衛
門
と
夜
明
関
村
の
医

師
・
行
徳
元
遂
が
出
資
し
て
建
設
さ
れ
た

も
の
で
す
。
日
田
か
ら
筑
前
に
向
か
う
重

要
な
道
路
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
肥
川
に
は

丸
木
橋
し
か
な
い
た
め
、
大
雨
で
流
さ
れ

て
し
ま
い
、
村
人
や
通
行
人
が
難
儀
を
し

て
い
る
の
を
見
て
、
こ
の
不
便
を
解
消
し

た
い
と
思
い
、
元
遂
が
久
兵
衛
ら
に
相

談
・
計
画
、
代
官
所
の
許
し
を
得
て
、
高

野
村
・
祝
原
村
の
庄
屋
ら
が
周
旋
し
て
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

　橋
の
名
前
は
、
元
号
の
嘉
永
に
ち
な

み
、
橋
の
恵
み
を
通
行
す
る
人
々
が
歌
い

詠
ず
る
と
い
う
意
味
で
池
田
季
秀
郡
代
が

名
付
け
ま
し
た
。

　淡
窓
は
、
有
名
な
防
州
（
今
の
山
口

県
）
の
錦
帯
橋
や
甲
州
（
今
の
山
梨
県
）

の
猿
橋
と
同
じ
よ
う
な
形
で
あ
る
が
、
そ

れ
ら
が
木
製
で
あ
る
の
に
比
べ
、
石
を
組

み
上
げ
た
ア
ー
チ
構
造
の
石
橋
で
あ
り
、

虹
が
空
を
ま
た
ぐ
よ
う
で
、
ま
た
三
日
月

が
山
に
よ
り
か
か
る
よ
う
で
あ
っ
て
「
真

に
偉
観
な
り
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　以
上
の
い
き
さ
つ
は
淡
窓
が
記
し

た
「
歌
詠
橋
碑
」
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
廣
瀬
家
に
は
橋
の
様
子
を

描
い
た
木
版
画
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
橋

は
惜
し
い
こ
と
に
数
年
後
の
洪
水
で
流
出

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
橋

（
別
名
・
大
月
橋
）
の
兄
弟
橋
と
し
て
整

備
さ
れ
た
小
月
橋
は
現
存
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
時
、
帰
路
は
萩
尾
の
坂
を
通
り
、

さ
ら
に
山
道
を
登
っ
て
景
色
を
眺

め
、
「
眺
望
極
め
て
佳
な
り
。
隈
豆
及
び

諸
郡
を
掌
中
に
尽
く
す
」
と
、
隈
町
・
豆

田
町
や
近
隣
の
村
々
を
一
望
し
、
暮
れ
に

家
に
帰
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
日
は

そ
よ
風
が
あ
り
、
天
気
が
良
か
っ
た
と
も

記
し
て
い
ま
す
。

　淡
窓
が
歌
詠
橋
を
詠
ん
だ
漢
詩
が
あ
り

ま
す
。

　絶
澗
の
奔
流
　勢
い
正
に
驕
る

　行
人
は
安
穏
に
し
て
　歌
謡
起
こ
る

　連
娟
の
一
帯
　空
に
横
た
わ
る
処

　虹
橋
と
喚
び
　月
橋
と
喚
ぶ
べ
し

（
険
し
い
谷
川
の
速
い
流
れ
の
勢
い
は
、

ま
さ
に
驕
り
高
ぶ
っ
て
い
る
。
橋
を
渡
る

人
は
平
穏
無
事
で
、
歌
謡
の
声
が
起
こ

る
。
眉
の
細
く
長
い
一
す
じ
が
空
に
横
た

わ
る
よ
う

な
様
子
は
、

虹
の
橋
と
呼

ば
れ
、
月
の

橋
と
呼
ば
れ

て
も
よ
い
だ

ろ
う
。
）

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－　24

地域の自然や文化遺産を活用した教育
　　　　　　　　　　　　夜明方面－歌詠橋－

たんそうさん

か えい

小月橋（現地写真）

歌詠橋（大月橋）木版画
　　　　　　　　　　　　（廣瀬資料館蔵）

問世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８

おもしろ大相撲百科
桜井誠人／著
舵社
　入門するにはどうすればいい
の？お相撲さんの稼ぎってどれく
らい？力士入門から横綱になるま
での流れや、力士の１日の生活、
土俵の歴史と作り方、昭和～平成
名勝負10選など、よく知ってい
る人から初心者まで楽しめる大相
撲の知識・情報が詰まった１冊。

和尚さんにきいてみよう！
大切なこころのはなし
南泉和尚／著　
ナツメ社
　どうして悪口を言ってはいけない
の？友達に無視されたらどうする？
親の言うことは聞かないといけない
の？こころがモヤモヤする疑問に、
和尚さんがやさしく回答。人生をハ
ッピーに生きていくための、お釈迦
様の“言葉”を紹介する。

はじめての恐竜刺しゅう
たのしい古代生物と文字のステッチ集
千葉美波子／著
エクスナレッジ
　子供から大人まで楽しめる、恐竜
刺しゅうの入門書。人気の恐竜で作
るワッペンや、恐竜で描くひらが
な・アルファベットの文字の刺しゅ
うも紹介。恐竜を描く４つの基本ス
テッチを写真つきで解説する。

１
８
15
22

28

７
14
21

９
16

２

23

４
11
18
25 27

６
13
20

26

５
12
19

土日 月 火 水 木 金

２月の休館日（○…休館日）

10
17
24

３

大好き図書館！

ゆ
さ
んす

え
ひ
で

ぜ
っ
か
ん

お
ご

図書館ボランティアを
　　　　　　　募集しています！
　　　　　　　　　　　　

米粉で作るチーズケーキ

生クリーム　　　　 80ml
砂糖　　　　　 　　  50g

米粉　　　　　　　 40g
レモン汁 　 　  大さじ１

れ
ん
え
ん

よ

よ

げ
ん
ず
い

　職員と一緒に図書館を盛り上げてくれるボランティアを募集しています。
　活動の主な内容は以下のとおりです。
　本が好きな人、飾りを作るのが好きな人、図書館に興味のある人の参加をお待ちしています。
※詳細は窓口又は電話でお問い合わせください。

　返却された本を書架に戻す作業や、本の修繕
作業等、様々な作業内容があります。

▼期間　年間を通して参加できるとき

▼内容　書架の整理、本の修繕・装備、館内外
の環境美化、読み聞かせ等

※申込みは随時窓口で受け付けています。

図書館ボランティア

　職員と一緒に、図書館で購入する本を選びます。

▼期間　４月～平成31年３月　

▼内容　書籍販売会社から配送された図書の内容を確
認し、購入することが適当と思われる図書の選書

※申込用紙は窓口に備え付けています。

▼申込期限　３月15日㈭　

選書モニター

ボランティア ▼

活動の様子
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成29年12月31日現在） 

■人口　
　66,873人
　（前月比-26人）
・男　31,660人
・女　35,213人
■世帯数
　27,398世帯

　せいまお兄さんと遊ぼう
　９日㈮　11:00～
　★わくわく制作
　ひな人形制作
　15日㈭・16日㈮　11:00～
　３Ｂ体操
　20日㈫　11:00～
　チャレンジキッズ
　21日㈬　15:30～ ９:00～17:30

月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　２月の主な催し　　

天瀬児童館　☎57８９２２

●バレンタインデー箱作り
　10日㈯　10:30～11:30
　リズム遊び
　15日㈭　10:30～11:30
●おひな様制作
　　27日㈫　10:30～11:30
　　28日㈬　15:30～16:30
　

　　
９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎52２９０１

　レクリエーション
　10日㈯　10:30～
●お話し会
　　14日㈬　10:30～
　　24日㈯　10:30～
　ひなまつり制作
　28日㈬　10:30～

まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

●お誕生会（豆まき）
　14日㈬　10:00～12:00
●ランチｄａｙ
　15日㈭　10:00～
●おしゃべりタイム
　26日㈪　10:00～

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★おひな様制作
　14日㈬　９:30～12:00
※募集数20世帯、参加費１人100円。
●リトミック
　場所：こども園ホール
　15日㈭　11:00～
●おしゃべり会
　19日㈪　11:00～ ９:30～12:00、13:00～15:30

土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

●ベビーマッサージ
　８日㈭・14日㈬　
　11:00～12:00
●身体計測
　22日㈭　11:00～12:00
●お誕生会
　26日㈪　11:00～12:00
※誕生者は30分前に集合。　

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５
★親子クッキング
　バレンタインチョコ作り
　14日㈬　10:00～12:00
●プレママクラブ
　21日㈬　13:30～15:00
★ひなまつり会
　24日㈯　10:30～12:00
★アロマ教室
　ラベンダージェル作り
　26日㈪　13:30～15:00

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

乳

乳

乳

小

乳
乳

９:30～12:30、13:30～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ２
元気な日田っ子集まれ！

しょうと
前田翔斗ちゃん
（２歳・淡窓１丁目）

　お子さまに合わせた予防接種スケジュール
を自動で作成し、接種日が近づくとメールで
お知らせします。
　登録は無料となりますので、是非ご活用く
ださい。

「日田市子育て情報ナビ」
　二次元コード

小

乳

乳

小

小

ゆ い
欅尾結衣ちゃん
  （２歳・秋原町）

あつやさ ら
欅尾咲來ちゃん
（２歳・秋原町）

安養寺暁也ちゃん
（２歳・清岸寺町）

佐藤和花ちゃん
（２歳・前津江町柚木）

わ か

はるき
羽野遥稀ちゃん
（１歳・玉川町）

髙木智樹ちゃん
（１歳・本町）

ともきひなた
長尾日向ちゃん
（１歳・上手町）

あ き と
穗積亜輝人ちゃん
（１歳・丸山１丁目）

　　　

かいり

金古 陽ちゃん
（３歳・南友田町）

ひなた

そうし
松木創志ちゃん
（３歳・三本松１丁目）

ふうき もとふみ
梶原基史ちゃん
（３歳・上津江町川原）

佐藤快吏ちゃん
（３歳・上野町）

後藤蕗希ちゃん
（３歳・中央１丁目）

日田市
子育て情報ナビ

　４月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　３月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）
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市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

  

梅娘認証式、豊作祈願祭、餅まき、野点、アトラクション、出店など

ふるや台梅園イベント
午前11時～
アトラクション、抽選会、出店など

梅まつり期間中

問大山まつり実行委員会☎52３１０１（大山振興局内）

おおくぼ台梅園メーンイベント
午前10時～

　「梅の里おおやま」では、毎年２月中旬から３月中旬にかけ
て約１万本の梅の花が見頃を迎え、山全体が白や淡いピンク色
に染まります。
　この時季に行われるのが「日田おおやま梅まつり」。
　期間中は梅園を開放していますので、一足早い春を満喫して
ください。

２月18日日 ～３月18日日

会場：おおくぼ台梅園・ふるや台梅園

・フォトコンテスト
・ウォール大山ライトアップナイト
　（大山ダム堤体）

第38回日田おおやま

３/11㈰

３/４㈰

　
九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
早
７
か
月
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
平
成
30
年
度
を
「
復
興
元
年
」
と
位
置
づ
け
、

本
格
的
な
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
被
災
さ
れ
た
人
や
地
域
の
人
た
ち
と
様
々

な
問
題
・
課
題
に
つ
い
て
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
大
き
な
障
害
・
課
題
と
な
っ
て

き
た
の
は
、
「
少
子
・
高
齢
化
社
会
」
の
現
実
で
し
た
。

例
え
ば
、
住
宅
や
農
地
の
復
旧
・
安
全
の
確
保
等
、
未
来

を
創
造
す
る
と
き
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
人
材
」
に

対
す
る
不
安
で
す
。

　
現
在
、
日
田
市
で
は
高
校
卒
業
後
の
市
内
就
職
率
が
約

10
％
。
人
数
に
し
て
約
80
人
に
留
ま
り
、
企
業
に
お
い
て

も
深
刻
な
人
手
不
足
や
事
業
承
継
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
も
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
「
若
者
の
移

住
・
定
住
」
や
子
供
を
産
み
育
て
や
す
い
よ
う
に
と
、

様
々
な
支
援
事
業
を
施
し
、
移
住
者
で
は
県
内
１
位
、
合

計
特
殊
出
生
率
１
・
８
４
％
（
県
平
均
１
・
６
１
％
）

と
県
内
で
は
上
位
に
あ
る
も
の
の
、
抜
本
的
な
解
決
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
復
旧
・
復
興
に
関
わ
ら
ず
、
こ
れ

ら
の
課
題
に
向
き
合
う
と
き
、
「
人
材
の
育
成
」
無
く
し

て
、
課
題
の
解
決
に
は
至
ら
な
い
と
確
信
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
現
実
を
今
一
度
真
剣
に
受
け
止
め
、
「
持
続

可
能
な
社
会
の
構
築
」
を
目
指
し
、
「
学
ぶ
」
こ
と
を
加

味
し
た
人
材
育
成
を
復
興
と
併
せ
て
進
め
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
「
知
る
こ
と
を
学
ぶ
」
「
為
す
こ
と
を
学

ぶ
」
「
人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
学
ぶ
」
「
共
に
生
き

る
こ
と
を
学
ぶ
」
。
こ
の
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

教
育
」
の
４
本
柱
と
と
も
に
多
方
面
と
連
携
し
な
が
ら
、

「
か
か
わ
り
」
や
「
つ
な
が
り
」
を
尊
重
で
き
る
人
材
の

育
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
を
と
お
し
て
、
産
業
力
や
教
育
・
子

育
て
力
、
福
祉
力
、
交
流
・
連
携
力
な
ど
、
「
地
域
力
日

本
一
」
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
未

来
に
つ
な
が
る
「
創
造
的
復
興
・
発
展
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

※ 

平
成
24
年
〜
28
年
の
５
年
平
均
。
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